
敦煙 出土 のチベ ッ ト訳般若心経

上 山 大 峻

敦 燵 出土 の チ ベ ツ ト語 文 鰍 はIndia Office Library (ス タィン蒐集の もの)と フ

ラ ン ス國 民 圖書 館(ペ リォ蒐集 の もの)と に大 部 分 が所 藏 され てい る。 最 近, 故 プ
くユラ

サ ン敏授とラルー女史とにより目録が整理されてそれぞれ刊行 された。 このチベ

ット語文鰍は, 量からいつても漢文 々鰍に匹敵するのものであり, 後にのべるよ

うに綴字法も古法を用いだ初期佛典チベッ ト繹の事情を傳えているものとして, 

きわめて債値が高い。それにもかかわらず, F.W.Thomasが 佛典外のdocume-
(2)

nts を 捜 して課 出 を試 み た以 外 に は, 内容 に燭 れ た研 究 は 殆 ど獲 表 さ れ てい な

い。 文 鰍 を通 観 した と こ ろ, 色 々と問題 が あ り, チ ベ ッ ト語 文 鰍 の全 貌 が解 明 さ

れ て ゆ くに は, なお 時 間 をか けた 研 究 が 必 要 ど され るで あ ろ う。 い ま本 稿 で は そ

の 緒 と して まず チ ベ ッ ト課 般 若 心 経 を と りあ げ て検 討 を試 み て み た い。

プ サ ン, ラル ー爾 目録 にみ る とArya-pral-paramita-hrdayaの 題 で 出 さ れ

る もの を70食 余黒占敷 え る こ とが で き る。 この ほ か プ サ ン 目録No. 118に Bhaga-

vati-prajnaparamita-hrdayaと す る も の一 貼。 ラル ー 目録No.448にTrans-

ription phonetique de la version chinois と 説 明 す る もの(灘 睾本 をチベ ッ ト

字 で音爲 した もの らしい)一 黒占が あ る。 注 繹 に は, 爾 目録 合 せ て7黒 占あ る。 プサ ン

目録 で み る と, これ に はPrajparamita-hrdaya-vrttiと す る も の(No. 122,

124, 125)と-vyakhyaと す る もの(No.123, 126)が あ る。 ラル ー 目録 の2黒 占は

vrtti-yakhyaか 目録 の説 明 か らだ け で は分 らな い。 現 在 わ れ わ れ が 直i接内

容 を確 か め うるの は, 本 邦 に爲 眞 が將 來 され て い るIndia-ceの もの だ け で あ

り, ペ リオ 蒐 集 の分 は 全 く見 る こ とが で き ない。 それ も不 鮮 明 な もの が あ つ た り

(1) Late Louis de la Vallee Poussin; Catalogue of the Tibetan Manuscripts 
 from Tun-huang in the India Office Library, 1962 

 M. Lalou; lnventaire des manuscripts tibetains de Touen-houang, I, II, 
 III, 193961 

(2) F. W. Thomas; Tibetan Literary Texts and Documents Concering Chinese
 Turkestan, Part I, II, III, 1935-55 
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(74) 敦燵出土 のチベ ッ ト課 般若心経(上 山)

し て, 全 部 の心 経 を確 か め た わ け で は な い が, 目録 の説 明 の 助 け もあ り, 次 の よ

うな こ とが分 つ た。

大 部 を 占 め てい るArya-pra-aparamita-hrdayaは 小 本(略 本 もい う)の 心 経

に合 うチ ベ ッ ト課 で あ る。Bhagavati-praj-paramita-hrdayaは 首 部 二, 三 行

を残 す断 簡 で あ る が, 大 本(廣 本 もい う)に 合 う心 経 で あ る。 注 繹 の 方 のvrttiと

vyakhyaと は 内 容 が相 違 してお り, 前 者 は 小本 心経 に, 後 者 は大 本 心経 に注 繹

した もの で あ る。 以 上 の よ うに敦 煙 の チ ベ ッ ト文 鰍 の 中 には そ れ ぞ れ大 小 爾本 の

心 経 と注 繹 が あ るわ け で あ る。

これ らの うち, 大 本 の 心経 は現 行 の チ ベ ッ ト藏 経No.160(北 京版)に 牧 録 す

るVimalamitraら の課Bhagavati-prajnparamita-hrdayaに よ く合 う。 注:

繹 の 方 賜 大 本 に封 す る注 繹 の 完 本(Fragment 56)壷 藏 経 中 の 七 種 の 注 繹 に

封 照 して み る と, No.5218(北 京版)のJnanamitra; Aryaprajhaparamita

-hrdaya-vyakhyaに 題 名 も内容 も一致 す る こ とが分 つ た。 と こ ろ が, 小 本 の 方

は経 典 も注繹 も藏 経 の 中 に存 在 を 確 認 す る こ と が で き な い。vrttiのNo. 122

は完 本 で(首 部 少 量 を歓 くが)し か も末 尾 に作 者 がKamalasilaで あ る こと を明

記 したColophonが あ る。 そ こで, 藏 経No. 5221 (北京版) のKamalailaの

心 経 注, Prajfiaparamita-hrdaya-nama-tikaと 封 照 し て み る と全 然 別 種 で あ

る。 そ の上 興 味 あ る こ とに, 藏 経 所 牧 の 七 種 の 注 繹 の 中で は つ き り小 本 に注 繹 し

た もの は 一 つ もな い。8世 紀 末 成 立 と推 定 す る デ ン カル マ 目録 に は, 経 典 の方 は

bphags pa ses rab snih pa (芳村本N0. 14)と す る だ け ぞ, 大 本 か小 本 か分

らな い。 注 繹 はbphags ses rab snim pohi rgya cher bgrel pa/slob dbon

Vi-ma-a-mi-trasmdsadpa(同, N0.529)と 記 され る の でvyakhyaの 方 が入 つ

てい る。 しか し, Kamalasilaの 注 繹 は報 告 し てい な い。 要 す る に, 小 本 關 係 の

チ ベ ッ ト言睾の 方 は, 正 式 に藏 経 に牧 録 され る こ とは な か つた ら しい。

次 に敦 燵 本 チ ベ ッ ト課 般若 心経(小 本)の テ キ ス トを掲 げ よ う。

敦 煙 新 出 チ ベ ツ ト課 般 若 心 経(小 本)

Fragmentaは 鮮明な完本 で標準型 に近 い ので これを底本 に探 り, Kamalasilaの

注繹(ch.30.聡)本 文 と校勘 に した)

// rgya gar skad du//a-rya-phrad-na-pa-ra-myi-ta-rhi-da-ya//bod skad du 

hphags pa ses rab kyi pha rol to phin pahi snirn po bam po gcig go/ 

 / thams cad mkhyen pa la phyag htshal lo//hdi ltar hphags pa kun to 
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敦 燈出土 のチペ ツ ト課般若心経(上 山) (75)

spyan ras gzigs kyi dban po byan chub sems dpah ses rab kyi pha rol to phyin 

pa zab mo spyad pa spyod pahi tche//rnam par bltas na lea chun de dag no 

bo hid kyis stop par mthon no//bdi ni sa rihi bu gzugs stop pa nid de/ston 
(1) 

pa flid kyan gzugs so//gzugs darn store pa Rid tha dad pa yarn ma' yin/gzugs  (2) 
dan yan tha myi dad do//gag gzugs pa de stopi pa nid/gag stop pa Aid pa 

de gzugs to/de bshin du tshor ba darn/hdu ses pa darn/bdu byed dan/rnam 

par ses paho//bdi ni sa rihi bu chos thams cad stop pa nid kyi mtshan ma 
 (3) 

ste/myi skye myi hgog/myi gtsan myi btsog/myi hphel myi hbri/de lta bas 

na sa rihi bu store pa Aid la gzugs kyan myed/tshor ba yan myed/hdu ses kyan 

myed/hdu byed kyani myed/rnam par ses pa yan myed/myig dan rna ba 
 (4) 

dan/sna dan Ice darn/lus darn yid kyan myed/kha dog dani sgra danh dri 

darn ro dan reg dan chos kyan myed/myig gi khams nas yid gyi khams su 

yan myed/rig pa yan myed/ma rig pa yak myed/rig pa zad pa yan myed/ma rig 

pa zad pa yan myed pas na rgas sin si ba yanmyed/rgas sin si ba zad pa yan myed 
 (6)

/sdug bsnal darn hdus pa dank hgog pa dan lam yarn myed/ses pa yan myed/thob 
 (7) 

pa yarn myed ma thob pa yan myed. par byan chub sems dpah ses rab kyi pha 

rol to phyin pa la gnas to/spyod pas/sems spyod pa yan myed/sems myi 

spyod pa yan myed//de Itar myed pa la gnas pas na/log pa las sin to hdahs 
 (8) 

te/thub pa ni mya nan las hdahs paho//dus gsum du rnam par shugs pahi 
 (9) 

sans rgyas thams cad kyan ses rab kyi pha rol to phyin pa la gnas to/spyod 
 (10) 

pas lba na myed pa gyun drun rdsogs pahi byanl hub du kun to mason par sans  (
11) 

rgyas so//de bas na ses rab kyi pha rol to phin pa chen pohi snags/rig pa 
 (12) 

chen pohi snags/bla na myed pahi snags/mnam pa dan myi mnam pahi 

snags/sdug bsnal thams cad, rab to shi bahi snags/bden to/myi brdsun bas 
 (13) 

na ses rab gyi pha rol to phin pahi snags smras so/snags la tad dya tha 

hgah to hagh to pa ra hgah to pa ra sae hgah to/bho de svaha/

 hphags pa ses rab kyi pha rol to phyin pahi shin po rdsogs so/

/ can cin dar bris /

注 繹 本 文(V.)と の圭 な る差 異

(1) nid→V. gnis kyah (前者が正 しい), (4) kha dog→V. gzugs (後者 をとる。

前 者varpaの 意), (6) bdus→V. kun bbyuh (大 本 は後 者 に 課 す), (8) thub→V.

thar (後 者 を と る), (9) V. om. te/spyod (無 くて も可), (10). gyuh→V. yah dag

par (普 通 後 者 に繹 す), (11) V.sesparbyate(あ った 方 が よ い), (12) mnan pa

dan myi→V. myi mnan pa dah(後 者 の方 がSkt.に 合 う), (13)V. om. snags la
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(76) 敦 煙出土 のチベッ ト言睾般若心経(上 山)

(あ った方 がよい)

上 掲 の チ ベ ッ ト課 は下 記 の少 例 を除 け ば, サ ン ス ク リ ッ ト原 本(岩 波文庫 中村

元校 訂本)に 忠 實 な直 課 で あ る。

(2) Skt. sunya na prthag rupamに 合せれば, ston pa nid dah gzugs yah

tha myi dad do となるで あろ う。(3) Skt. amaaimab の順に從 えば, myi gtsah

(不浄) myi btsog (不垢)は 前後す る。(5) Skt. namano-vijana dhatuhのvijnana

を繹 していない。(7) Skt. tasmat を繹 してい ない。

小 本 の チ ベ ッ ト課 々者 は不 詳 で あ る が, 大 本 と言睾語 の用 い 方 々か な りの差 が あ

る か ら, 大 本 と は別 人 の課 で あ る。 と ころ で この小 本 の繹 語 例 に は, 見 なれ な い

も の が多 い。 次 に眼 を惹 くもの を あ げ る。

(Skt.) (大本言睾語)(小 本繹語)

avalokitesvara spyan ras gzigs dban phyug kun to spyan ras gzigs kyi dban po 

panca-shandha phunl po lna po li a, phurn 

laksana mtshan Aid mtshan ma 

amala dri ma med pa myi btsog 

avimala dri ma darn oral ba med myi gtsarn 

jaramarana rga si rgas sin si ba

以 上 の よ うで あ るが, 大 本 の課 語 はMahauyutpattiの それ と も よ く合 う こ と

を注 意 してお きた い。 言 われ て い る よ うに, 初 期醗 課 時 代 の途 中 で, Mahavyut-

pattiの 編纂 が行 わ画, 佛 典 チ ベ ッ トi澤の上 に醤 繹 語 か ら新 課 語 へ の 統一 が行 われ
くの

たとすれば, そうした事情に小本繹が藏経から省かれる一因があるのであろうか。

テキス トの末尾に記されているcahcindar、brisと は, この文鰍の筆爲人の

署名で「張進達(?)爲 す」の意である。敦煙出土のチベット文鰍はすべて手抄本

であるが, その末尾に上例のような書爲人の署名を行 う場合が多い。校勘人の署
くの

名を行 うときもある6こ れに漢人名が多いのは, チベッ ト人が敦煙を占領するや

漢人爲経生にチベッ ト語を習わせ, 筆爲させた事情を物語るものである。このよ

うな ことは, 敦燈がチベット人に占有された時期(781-848A.D.)に 起つたこと
くの

で, 從つてこれ ら敦煙出土のチベット語文鰍は, その期間のものであることが明

(3) 稻葉正就rチ ベ ツ ト語 古典文 法學 』P.22～3参 照

(4) 藤枝晃・上山大峻 「チベ ッ ト課無量壽宗要経 の敦煙爲本」 ビブ リア23號 古版書誌

論叢, 1962参 照

(5) 藤枝晃 「吐蕃支配期の敦 煙」東方學 報31冊, 1961参 照
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敦煙出土のチベット課般若心経(上 山) (77)

白である。

この時期のチベット佛敢はまだ初期の導入段階であ り,佛 典の醗課事業も漸 く

緒 に着いた頃である。現行のチベット藏経は,ず つと後 になつてそれ らを取捨

し,改 訂新加 して整理したものであることを知 らねばならない。すなわち,敦 煙

チベット文鰍は,チ ベ ット課経史の原初型を傳えるものであ り,そ れ故に現藏経

に入つていないものや,同 題別本のもの,草 稿本風のものなどを含む場合が多い

のである。いまは般若心経にかぎつて考察を試みたが,今 後他の方鰍にも調査を

及ぼすならば,な おいろいろな事情が分つてくるであろう。

(文部省奨働研究費による研究成果の一部)
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